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●
六
世
紀
、
中
国
南
北
朝
時
代
後
期
屈

指
の
文
人
で
あ
っ
た
庾
信（
五
一
三
〜
五

八
一
）の
代
表
作「
哀
江
南
賦
」「
枯
樹

賦
」「
小
園
賦
」「
三
月
三
日
華
林
園

馬
射
賦
」の
四
賦
に
つ
い
て
、
逐
語

的
に
詳
細
な
注
釈
を
ほ
ど
こ
し
た

一
冊
で
す
。

●
清
代
の
注
釈
書
で
あ
る
倪
璠
の

『
庾
子
山
集
注
』の
成
果
を
ふ
ま
え

つ
つ
、
初
学
者
に
も
理
解
で
き
る

よ
う
に
基
本
的
な
故
事
来
歴
の
説

明
や
そ
の
原
文
も
引
用
し
て
解

説
。

●
注
釈
の
中
で
は
、
庾
信
の
他
の
作

品
も
多
数
言
及
・
引
用
。
文
人
庾

信
の
全
貌
を
理
解
す
る
た
め
に
も

役
立
ち
ま
す
。
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「
は
し
が
き
」よ
り

　

本
稿
で
扱
っ
た
四
つ
の
賦
は
、
以
上
の
作
品
群
に

照
ら
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
全
体
を
構
成
す
る
ご
く

一
部
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
「
哀
江
南
賦
」
で
は

歴
史
の
転
換
期
に
あ
っ
て
時
代
と
お
の
れ
の
人
生
を

綯
い
交
ぜ
な
が
ら
郷
関
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
、
「
枯

樹
賦
」
で
は
異
朝
に
仕
え
た
者
の
虚
ろ
な
内
面
世
界

が
象
徴
的
に
う
た
わ
れ
、
「
小
園
賦
」
で
は
隠
逸
の

世
界
へ
の
志
向
が
語
ら
れ
、
「
三
月
三
日
華
林
園
馬

射
賦
」
で
は
北
周
武
帝
へ
の
讃
歌
が
綴
ら
れ
る
と
と

も
に
、
北
周
に
仕
え
て
生
き
よ
う
と
す
る
決
意
表
明

に
も
似
た
思
念
が
示
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
庾

信
の
全
体
像
を
考
え
る
う
え
で
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
作

品
と
な
っ
て
い
る
。
人
間
は
矛
盾
の
束
で
あ
り
多
面

的
な
存
在
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
四
賦
は
庾

信
作
品
か
ら
作
り
あ
げ
ら
れ
た
庾
信
の
全
体
像
の
い

く
つ
か
の
側
面
を
解
き
得
る
鍵
と
し
て
、
庾
信
の
代

表
作
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
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